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◇“君が代” ‘.我等の生業”

◇出席報告

全il 48fl 川','if 43%

IIIIIIiW率93.75ztj

◇前回 211221 1 (1$TIIIM＃'i;") 97.92%

makeLIp

深見71.(2/23"_|ﾋﾉ． 久保ll lハ.(2/28'ｲ臘港)、黒

須職(2/26‘､): i l l). 1 I …ﾄ態(2/25.lﾋ). 4くりj:(賀）
尚.(2/28空港)、 ノく谷呂･(2/211| ')． ↑”l:7i.(2

23名_|上）

◇ビジター紹介5fl

◇誕生日祝福

谷I 1夫人(3/リ紙l,'i~ﾉ<人(3/2), 」ﾙli場ﾉと人(3
／6）．水野(雌)ノミ人(3/6）

◇ニコボックス

松崎背(|到府油･のばだか祭りにij･‐》て肥よけ

しました)． 脇本満(ブラジルから雌1I:ji,}国し

ました)． ：~ ’陥‘ﾊ.(4><E1 !fi§させてlriきます).

谷1 171.(夫人拠II:祝).松l苫職(ﾉく人拠'|祝j,jill

場消(火人誕'k祝ﾉ、 イ<野(民)イI．(ﾉ七人誕生祝）

◇松居幹事報告

1． 本l-l例会終｣'後．新入会此の数行を↑j･< '

ますので. ""Iﾉ1をいただいた〃蝋このまま

お伐り卜・さい

2． 先週の剛li:会で!活された'11:でて|-が. '1ク

ラブのlllﾉﾙ;率が典くないので、例会火IIIIWの

際は他クラブ．へのメーキャップ'を必ず1]･う

隅:，又III来る限りホームクラブに川l,'iWする

(50彩以いよう決定致しましたので御報

iffifiしあげます

3． 来たる511121 1 (水）にｲﾎ需公Ii ・ノミ人

懇親旅11･公をi l･うことになりましたので多

数御参加卜．さい《、親||罐活動姿u公のﾉﾉ･々は

次週例会終j'後．旅行会の打合;I )せがあり

ますのでお残りドさい

◇竹内国際奉仕委員長報告

国際大会（ ｜､ロント）旅行の参加者が､'1ク

ラブIﾉｻで14橘集まりましたつきまして3il

15II例会終r俵．説lﾘj公をijいますじ)で御II1

1ルザドさい

◇水野(民)会長挨拶

水| |は出l'iFに‐)いて ･gl llし｜げまてj-、 /｢，

までも|幾会あるごとに111膳について1 l 1しあげ

てきましたが．私の:i,l叶しが厳しくなかったよ

っで． 「出ﾉﾙｻこそロータリーの本街を知り．

Rtnとしての第・りまである矧巳を跡し、 イ計I

U)又《連もそこから始まる、 」とい夢) j::冷心に

W{めていただきたいのです。

先週の恥11:会でも,;!りしがl1lました折R.C
であり新人会uであれば． ホームクラブ100

壱が必然であり.makeupは鳶うまでもな

< RCの出l,'ir*100影を考えるべきだとM上

られてしまいました例えば1 1.jU)III I":縦を

みると100%illlﾙｹ率がl竺擴第1 )il>〈で6R

C. "21>|〆で8RC. .. :", 1,li l, iで6R

C,地|>〈で21RCであり，我がクラブより ’2

位が50RCもあり折!I:RCとしてば恥ずべき

ことです~ この311から6〃まで100影を続

ければ． 、|皇均99.0宅以|ZになりI劇'三|がたつ力．

と思います

欠l,'ifさオLたl岬城例会のIij俊1週|ﾊ'ず‐)の余

総を光分に活lllしてmakeupしてi､.さい

できるだけ例会のliil (/)週にmakeupされ

あと良く， ｜ﾘ1 1 1 .次の1 lと延ばしているとす

ぐに欠席の亦い印を1111されるi~lが来てしまい

ます

海外に長期|ﾊlij･かれる場介も、 157"I I{I( ､

たる那II'で例会が附かれていますU)で1I務ﾙj

にお問い合わせ|､.さい、 'i､IMI トロントl l(|際ﾉ<

公にil･かれる方々も． その間makeupと

いう形になりますが．どうぞお‘忘れなき嫌に

｜'〈|内に限らず現地でも朧公をお作りになれ1-鷺

．''#いと‘思います

へ
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苧････‘へ‘･･･．－（祝）佐野君，文化賞受賞決定~､｡．,‘～，．‘て
） 芸術文化の各分野顕橡な業絞をあげ， さらず

〈に将来の活躍が期待される人たちに贈られる！
§ 「愛知照芸術文化選奨」の57ｲ|具度受賞者が3〉
<jl ,~, ,に決まり， 、11fuの~1談家.佐野寛我〈

◇講演

“歯科の材料（お歯照のルーツ）

公且三輪康ハ・

天文12年（1543）か一

ら寛永17ｲド（1640）ま ‘
で、 I 1本を訪れた外人
,I,(教師や商人がローマ

の修道会本部に送った

蝿告IIfのなかに，お術

照のことが載っていま

す

壁…夢

ﾉが文化蛍を受賞されました。 ／ｻ後の一瞬の御i

州蹄を期待します.授i't式は121 1 ≦束区の愛；
i知公雌で。･ﾛｰﾀ､6..…■0..･ヘト､DCヴハ.･bBOー｡d‘G0-uDo.｡ウーq､00一,､b四一00 ,0～･9．へDb0DO一P.qb･学ら

公式訪問を終えて
…折返し点に立つ．…
ガバナー大隈孝一

88"lﾘfめぐりであった公式,弥間も,"|X代
郎や，各クラブの会長はじめ侍様の好恵に満
ちたご協力によって， 〕･･定迦り1 ノj下旬に雌
'11:終rすることが川来ました 1'｣Iくお礼IIIし
｜もげます。
ガバナーの{-|: li:も， これで殆ど終ったよう

なものだとなぐさめてドさるﾉﾉもあるのです
が．私自身は~ j度． マラソンでいえば．折
返しﾉli､に立ったような心境であります→
とIIIしますのは． スケジュールに追われて

過してきた征H1ま． それなりに，ハードワー
クでありましたが．ふ!)返ってみますと．私
が|' 11かをl i'し上げたというよ!)は皆様のお

ぢえを|;jった機会であって‘ いわば，ガバナ
ーとしての収材.活助であったかと,1Jいます。
ノド後ば． これらをとりまとめ．われわれロ

ータリーの/rllの間脳jl､i､と将来の腱蝋を，私
なりにIIIIとか打ち立てるべきIIf侭であるよう
に貯えます
公式訪問は．ガバナーとしてば．やらねば

ならぬことですから. 1!1とかこなして参りま

した しかし．問題点のとりまとめや． ／↑後
U)腱報の想を練ることは。 ’'1をとりあげる
か，或いは．何をとりあげないのか． という

｜|ﾘII広い選択でありますから、かえってむつか
しいことだと，蛾を'悩ましているのが． ／了の
えi排でありますc
かねがね、私ば、 企腱においても，不況の
ときよりも好況のときの〃が，よりむつかし

いと思ってお!)ますそれは不況よりも，好
ルヒのときの〃が、決断すべきl;項の選択の余
地が多いからです
公式訪問を通じて．いろいろの朏廼の芽を
感じます‐せっかくのこれるの莱材を抱え
て, 11Iとかお役にw:ちたいと忠っても，私血l l
き荷に． ム|l何ほどのことがll l来るだろうか
と、いささかおじけ．づいて．折返し点にW:.a

ているところであります
（ガバナースレターより）

◇次回例会(3jj8I I )
！;[‘活“建設業に一iいて”
会典水野賀續ハ

IIi1;!¥ ｡.遺言の話し，’

公u西川豊長 イ|
◇次々回例会（3ノ1151 1 )
IliM"私と彫金”
公此佐野寛ハ・

I I(;J"とかげのしっぽと|肘の話し”
灸“大口弘和ハ．

「この国の女性は災しいが，やや肯白い顔

をしている。眼は小さく， ノくきな|腱より小さ
な|14のﾉJ･が災しいと思われている。 ｜燗はW
のニスで黒く染めているので, I 1の! | 'はまる

でI1脚いﾙj窟のような感じがする、災族のりj'W
も15歳になるとI胸を染め， 女ﾔIは結嬬して掬
奉無くし．同時に髪もり隅々と染めあげる」

お歯黒の起源は不ﾘlでいろいろの説があり
ますが，その・つに側〃仏将兇があります

ピンロウジニ

' 1水に来たI櫛方民族iま，移il綾も横榔樹（ベ
テル）の火を咬むi'?悩を統けたものの~ | 1jx

の肌|･はベテルの成行に血さなかったためベ

テルはi'j:砿品となり、 LI.t人でなければこれを

川いることができず，そ(/)ため‘足を咬んで黒

くなったI照と亦い辱・ そしてベテルの鴬を耳
に飾ることが擶蛍を‘世味するようになったと
いいますそしてベテルの災の人手困難なこ

とから， これにかｵ>るものとして染料が碁案

され，鉄漿となったというのです

お1墹黒は江ﾉf時代においては．一般庶l.tの

あいだでも広く辨及していたようであります
が、政|が妓初に111を染y)るようになるの

!ま．平氏が京都に入って公卿をまねたのがは

じめとされていますが． お伽照が父′朧の結蠕

したしるしとなるのは. il:1 '11＃代に入ってか
らです

11:戸I1＃代のお伽黙の一)いた鯛| !l･がいくつか

発兄されていますが．いずｵLもムシ歯がみら
かね

れません。歯がきれいでなければ鉄漿がつか
ないことや鉄漿でIWIIliがカバーされるた"で

ばないかと思われます
こうしたお歯黒も人「.'燗いわゆるお歯黒陶

鯛として昭和25年まで製迪されていた歴史は

ありますが．明論3年にば公卿唯族に対して

「帳族目ﾉ了元服の舐･ l淵を染めll｣ iを払候俵．

仰l上彼仰出」がIIIてIIjl641t 1i堀はおl漁黒を

濡し， '1茸女もこれにならったといいます。こ
の航li'lは次第に庶乢にも杖通していきます
が，地方によってはなかなか|| |満'の勢いも強

かったようで，昭fllの"j!WI上nまでは、かなり
tl1<|的に普及していたようです

一

区。
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